
 

 中川町図書室  

 

旭川から稚内までを JR 宗谷本線が走っています。剣淵、士別、名寄、音威子府、天塩中

川、豊富を通って稚内に到着します。不思議とこの路線の町はコミュニケーションを取るこ

とが多く、中川町図書室もその一つ。札幌から特急宗谷で 3 時間 43 分。旭川より稚内の

方が近いです。上川管内の中で最北端の町です。山地が 84.5％、人口は 1200 人ほど。こ

の 10 年人口の増減があまりない町です。 

 

今回訪問した時、町民の会話をちらっと耳にしました。中川町には中川と佐久の二つの地

区があり、「どちらの出身だ？」という会話になり、同じだと「おっ、そうか！」と親しみ

が湧く。どの町でもありますよね。東京でもありました。「何区の生まれだ？」とか。私は

このような会話を聞くのがとても好きで、そしてその町の歴史という空気を吸うことができ

ます。 

 

中川町図書室が入っている施設は「中川町生涯学習センターちゃいむ」です。駅から 1.1

キロほどなので歩くこともできます。町営バスも運行しています。2013 （平成 25）年に

廃校になった旧中川商業高校校舎を活用して、生涯学習活動の拠点として 2015 （平成 27）

年開館しました。 

確かに内部は校舎の作りをしています。道内には廃校になった校舎をこのように使用して

いる施設をたまに見かけます。 

図書室の空間は展示や POP がとても賑やかで、常に人が出入りしていて活気があります。 

「北海道フェア」を展開していました。7 月 17 日は道民の日ということで 6 月から最

新の北海道関連の書籍を展示しています。前回お邪魔した時もこの展示を行っていて、見事

に同じ時期に訪問していたということです。 

生誕 100 年として星新一と、かこさとしの記念展示も開催していました。星新一は学生

の頃かなり読みました。もしかして最初に文庫を買ったのは星新一かもしれません。『ボッ

コちゃん』だったかと。美人の定義などが綴られていましたよね。 

 

歌人であり、精神科医でもある齋藤茂吉は中川町と繋がりがあります。茂吉の 6 歳年上

の次兄 守谷富太郎は、1928（昭和 3）年から現在の中川町の志文内診療所で拓殖医を務

めます。茂吉は 1932 （昭和 7）年、弟の高橋四郎兵衛をつれて兄の元を訪れました。兄と

は 17 年ぶりの再会です。 

茂吉の日記に以下のように記されています。 



  「豪雨ノナカヲ草草鞋ハキ徒歩ニテ志文内ニ向フ。若者二人ムカヒニ来ル。四郎兵衛ハ

ルツクサツクヲ負フ。天塩川濁流サカマク。午後四時半志文内ノ富太郎兄ノ処ニ無事着ス。

富太郎、富子途中マデ迎ニ来ル。十六，十七年ブリノ会合ナリ。」 

 志文内での 5 日間に詠まれた歌として、第 9 歌集『石泉』のなかに「志文内」の 47

首、「志文内から稚内」の 10 首の計 57 首が収められています。（中川町公式 HP） 

2028 年度前期 NHK 連続テレビ小説「ほんのモキチ」の放送が決まっています。茂吉

の妻輝子を主人公にした物語です。脚本：宮藤官九郎、ヒロイン: 河合優実、主人公（夫）: 

杜モ吉です。かなり個性の強い恐妻だったとか。 

 

今回中川町へ訪問したのは、トークイベントで 30 分ほど講演する機会をいただいたから

です。月曜日の午後にも関わらず、10 名ほど集まっていただきありがたいです。テーマは

179 と旧 212 市町村ですが、今回どこの町を訪れながら中川町に辿りつき、翌日以降ど

こへ向かうのか、あまり普段話さない旅の舞台裏を話しました。上川管内には名寄市と士別

市が平成の大合併をしているので、そこにも触れました。気づいたらあっという間に制限時

間オーバー。事前に用意していただいた旧 212 市町村の北海道地図だけで語りました。図

書室に到着する直前までの流れを話すので、流れだけざっくり箇条書きにしておいて、あと

は何が起きたか、何を見てきたかなどを話していきました。聴講した皆さんに少しでも他の

町の図書館や図書室にも興味を持ってもらい、行ってみたいなと思ってもらえたら嬉しいで

す。 

 

この日は雨天でした。天塩中川駅前でちょっとした緩い段差があり、スーツケースを転が

し、リュックを背負っていた私の身体は見事に転倒！ 

左膝にぽっかり開いた穴のズボン、左の額に少々出血のためバンドエイドを貼付、左足首

を捻ったようで足を引きずり、少し曲がった眼鏡でトークイベントを行いました。中川町の

皆さんにご心配かけてしました。でも忘れられないネタが出来ました。 
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